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１．店舗問題・課題・仮説・戦略は明確になっていますか？
 店舗を⻑期的に運営する上で競合他社との価格のせめぎ合いや店舗間のお客様囲い込み戦略、環境
店舗⽴地条件、製品プロモーションで思うように集客が伸びず売り上げが伸び悩んでいる店舗が数多
く存在しております。

 そこには様々な要因が介在しますが主な要因の⼀つとしては分析・戦略⽴案・仮説・実施内容が
予想と異なってしまったといえます。
 例えば競合店舗に優位が取れる戦略フレーム⽴案の分析ステージにおいて分析が不⾜している、ビ
ジョンの明確化・⽬標といった意思決定・戦略体系化ステージに問題があり不明瞭、実施ステージの
段階で実施項⽬やスケジュールや優先順位が定められておらず問題があり実現が難しくなってしまっ
たなどそのような要因です。
 
 更に実施ステージ段階では集客や展⽰配置や製品位置づけ、強化⽬標など設定をしていない若しく
は販売員と⼗分に意識の共有をしていなかったため、関係者やお客様に可視化されていない様⼦も⾒
受けられます。 

 そこで調査項⽬を設け現状を踏まえた上での調査項⽬による戦略⽴案と店舗課題・強化⽬標決定⽀
援をする【Sales strategy planning support】によって少しでも店舗売り上げの向上に繋げていけま
したら幸いに存じます。



２．Sales strategy planning support概要

 【Sales strategy planning support】プログラムは店舗運営における問題点を明確に抽出し可
視化することで現状の店舗運営における問題・課題を意識させ戦略に沿った運営と売り上げ向上
に繋げることにあります。

 【店舗運営側】と【店舗調査側】の両側の視点からアンケート項⽬を抽出をして統計をとること
で今後の戦略案の⽴案と現状店舗運営における課題・改善案と実施項⽬を【診断書】機能により
可視化することで【あるべき姿】に実現していきます。

 その調査状況に応じて柔軟に調査項⽬を変更設定・保存をすることを可能にします。複数の調査
員・複数の店舗でアンケート調査・統計を⾏い問題点の抽出を可能にします。



３．Sales strategy planning supportにおけるフレームワーク

改善案設定運営戦略フレーム設定

・店舗イメージ改善
・新製品・商品展⽰⽅法・販売促進活動
 改善
・流通網の整備・拡張
・イベントスケジュール企画・改善
・価格設定
・業務プロセス改善
・競合他社設定
・戦略再定義

・こだわり戦略
・エキサイティング戦略
・還元戦略
・Plan do see action PDCA戦略
・オンリーユー戦略
・ネットワーク戦略
・タイム戦略
・五感刺激戦略

店舗売り上げ向上

顧客満⾜度向上

事業利益向上

販売・業務プロセス・プロモーション活動

店舗運営戦略

 ①顧客
 ②運営⼒
 ③社員
 ④プロセス
 ⑤環境
 ⑥商品
 ⑦数値

店舗課題・改善案抽出

強化⽬標設定調査

改善案診断書
戦略診断調査

戦略案診断書

実施計画作成

店舗運営計画作成



4-1. 店舗戦略診断機能
(1)簡易戦略診断
 簡易的な戦略診断を⾏います。質問項⽬は⾮常にシンプルになっております。
出⼒は戦略⽴案する上での戦略ワードの抽出・店舗戦略を選定します。



4. Sales strategy planning support機能

4-1. 店舗戦略診断機能
(1) 簡易診断機能
(2) 戦略診断機能

4-２．店舗動線調査機能

4-３．重点強化⽬標決定⽀援機能
 重点強化⽬標決定⽀援機能

4-４．診断書作成機能
 診断書作成機能
(Excel出⼒機能・HTML出⼒機能）

4-５．その他
 アンケート項⽬設定・保存機能

【診断メニュー】




